
業

／

務

／

通

／

信

担
年
3・
4・
5
月

花
と
新
緑
の
中
の
合
宿
研
修
か
ら

学
年
ト本
の
作一
述
ゼ
ミ 、

新
学
年
の
フ
レ
ッ

シ

ュ
マ
ン九日
－M
ll

伝
子学
3
ヵ

川
の
ん仙
的
利
川
お

は
計・
一
万
七
八
川
人

l
H
－十
均一
．
二
J
ハ
人、

街
令
の
稼
働
η
%
と
い
う 、
古谷
特中仰
の
吋市
川叫
ぶ

り
で
あ
る 。
そ
の
間
の九日
目術
研
修
か
ら 、
い
く

つ
か
の
話
題
を
始っ
て
み
た 。

－
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
お
周
年
の
記
念
樹

ね
や
か
な
い
必
の
陥
ざ
し
の
小 、
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ

ナ
ル・
ロ
y

ジ
（
記
念
館）
の
人
川
に

一
株
の
立
派
な
ア
メ
リ
カハ
ナ
ミ
ズ
キ
が
納
え

ら
れ
た 。
中
国 、
台
問 、
伯仲
固
な
ど
か
ら
の印刷

学
作 い
や
駈
けつ
け
た
O
B
た
ち
も 、
次
々
と
シ

ャ
ベ
ル
を
手
に
そ
の
似
元
に
トし

を
雌っ
た 。
東

京
外
国
語
大
学
中
嶋
嶺
雄
ゼ
ミ
「

羽
川
年」
の

記
念
樹
で
あ
る 。
昨
秋
都
心
で
聞
か
れ
た
必
念

パ
ー

テ
ィ

の
附
上 、
川
ゼ
ミ

の
O
B－
O
G（
卒

業
生
は
い
ま
二
O
O
名
阜市） 、
現
役
ら
問
係
者

全
員
か
ら
の
贈
物
と
し
て
「

H
録」
を
凶
放
し

た
も
の
が 、
こ
の
日
の
杭
樹
と
なっ
た 。

こ
の
ハ
ナ
ミ
ズ
キ 、
新
緑の
頃
に
紅
の
化
を

つ
け
る 。
今
後
は
円記
念
館
入
日
の
ア
ー

チ
と
な

り、

川
飢
を
訪
れ
る
お
お
ぜ
い
の
内
外
の
ゲ
ス

ト
を
迎
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う

ご
円
分
の
ゼ
ミ

ム円
前
で
の
利
用
に
加
え 、
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
委

員
会
の
委
員
長
と
し
て
国
際
学
中
セ
ミ
ナ
ー

等

の
抗
進
に
も
派
く
関
わ
ら
れ、

ま
た
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ

ナ
ル
「

ロ
ッ

ジ」
命
名
の
舵
附
打
で
も

あ
ら
れ
た
中
的
制
雄
教
段
に
とっ
て 、
さ
ま
さ

⑬ 

桜美林大学国際学部の新入生オリエンテーションで
あいさつする大野一男学長一一川伎のl�b)J会ii校と
しての初不IJJIJとなった ('92. 4. 4 )

深
い
感
慨
が、」
め
ら
れ
た
記
念
納
樹
で

あっ
た
に
述い
な
い 。
〈
わ
た
し
た
ち
の
合
耐〉

（
下
掲）

に
一

文
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
。

－
新
入
生
合
宿
で一
万
人
を
超
え
る

新
人
性
オ
リ
エ
ン
テ
ー

ショ
ン
介
山の
ピ
ー

ク
は
や
は
り
4・
5
刈
バ
で 、
ほ
と
ん
ど
述
日

学
部
ま
た
は
学
科
の
ト人
別
令
出
が
繰
り

広
げ
ら

れ
た 。
実
施
状
況
は
別
表
（
同
頁）
の
と
お
り

で
計
臼
グ
ル
ー

プ
（
お
校） 、
延
べ一
万
九
七

五
人
（
う
ち
教
職
員
は
七
一

八
人、

上
級
生
は

七
五
二
人） 。
4・
5
州
月
の
新
人
保九日
出
で

一
万
人
を
組
え
た
の
は
初
め
て
で
あ
る 。
こ
れ

は
州
バ
の
総
’知
的
利
川
行
の
引
%
に
相
当
す

る 。 宇品
目れ也 、今

季
初
め
て
実
施
さ
れ
た
の
は
①
東
京
工
芸

大
学
工
業
化
学
科
②
学
習
院
大
学
法
学
部
政
治

学
科①
中
央
大
学
独
文
専
攻
④
東
京
学
芸
大
学

哲
学
研
究
室
の
凹
グ
ル
ー

プ
で
あっ
た 。
一見
則

日
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン九日
前
を
川別
法
あ
ら

中
嶋

記ゼ

のニ
植十
樹五
と周
と年
も

て
い
る
が、
な
ん
と
い
っ

て
も
広
の
国
際
関
係
崎セ
…

ミ
ナ
l

ル
の
合
宿
で
米
る
回
数
が
多
い。

一

従
米
か
ら
私
の
ゼ
ミ

で
は 、
混
合
衡
は
信
州
で
二
一

泊
三
日
と
い
う
こ
と
に
なっ
て
い
る
け
れ
ど 、
存
の
一

本
命・
修
品
発
次
会
を
必
ね
た〈門
ん例
は 、
ト入
学
セ
ミ

F

ナ
l・

ハ
ウ
ス
で一
泊
二
口
と
い
う

の
が
判
例
に
な
F

っ
て
い
る 。
そ
れ
ぞ
れ
の
本
命・
修
命
を
必
約
し

て、
一

件
向
の
り
攻r 品川
で
発
火
す
る
の
が
ね
の
ゼ
ミ

の
特
色
一

だ
と
い
え
よ
う
が、
こ
のJ一
月
ヒ
i

八
日
に
も 、
イ
一

ン
タ
l

ナ
シ
ョ

ナ
ル
・

ロ
ッ

ジ
で
そ
れ
が
行
わ
れ 、
一

一ニ・
四
年
生、
院
生、
O
B、
O
G
を
合
め
約
問
十
官

名
が
参
加
し
た。
う
ち
十
名
は
中
国、
台
湾、
総
同
一

な
ど
か
ら
の
留
学
生
で
あ
っ
た 。
ね
の
ゼ
ミ

で
は 、
一

こ
の
春
合
宿
が
実
際
上
の

H
卒
業
式μ
に
なっ
て
い

｝

て、
本
命
や
修
論へ
の
紋
終コ
メ
ン
ト
も、
こ
の
場
一

で一
人 ．
人
に
た
い
し

て
行
う
こ
と
に
し

て
い
る 。
一

三
月
八
日

の
仰
は 、

日本
の
同
際
パ
献
に
閲
す
る
一

三
年
生
A
H引
の
熱
っ

ぽ
い

デ
ィ
ベ
イ
卜
が
終
わ
っ
た
一

午
前
十
一

時
半
に、
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ

ナ
ル・
ロァ
一

ジ
正
副
へ
「
中
的
ゼ
ミ一
一
十
五
川
年
記
念」

の
机
樹
一

を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た 。

一

セ
ミ

ナ
ー・

ハ
ウ
ス
の
斤 ．
に
来
ら
れ
た
万
な
ら
滋
F

も
が
気
づ
く
よ
う
に 、
そ
こ
に
は
沢
山
の
樹
木
が
寄
一

進
さ
れ
て
い
る 。
セ
ミ

ナ
ー・

ハ
ウ
ス
に
水
く
お
伽一

一

話
に
なっ
た
者
と
し

て、
引払
も
抽
出刑
さ
せ
て
い
た
だ
一

こ
う
と
は
か
ね
て
か
ら
思
つ

て
は
い
た
も

の
の、
む

一

や
み
に
中
し
山
て
も
か
え
っ

て
ご
迷
惑
に
な
る
の
一

で 、
こ
れ
ま
で
そ
の
機
会
を
待っ
て
い
た 。
し
か
し 、

一

小小
の
日刊
傾
を
ア
メ
リ
カ
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
に
し
よ
う
と
い
一

う
こ
と
は 、
随
分
以
前
か
ら
ひ
そ
か
に
決
め
て
い
た 。
一

日払
が
一

九
六
七
年
春
に
以
初
に
訪
米
し
た
ウ
ィ
リ
ア
一

ム
ス
パ
｜
グ

の
ロ
ッ

ジ
周
辺
の
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
一

（己
認＝EC己
）
が実
に
美
し
か
っ
た
か
ら
で
あ
り 、
…

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ロ
ァ
ジ
と
い

う
ヒ
ン
ト
も

叩

そ
こ
に
あっ
た
か
ら
で
あ
る 。

一

た
ま
た
ま
ゼ
ミ

の→一
十
五
周
年パ
ー
テ
ィ

が
昨
年

一

十
一

月
二
十
九
円
に
国
際
文
化
会
館
で
聞
か
れ、
飯一

聞のポ一
郎・
UH
N1
館
長
に
も
ご
悦
郎
を
い
た
だ
い
た

一

の
だ
が、
そ
こ
で
紛
引
二
郎
決
務
課
長
に
「U

録」

一

を
お
波
し 、

今
回の
記
念
秘
樹
に
なっ
た
の
で
あ
っ
←

－－。f
当
日
は
日
本一
の
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
専
門
と
い
う
大
宮
一

の
納
本
尽
き
ん
に
来
て
い
た
だ
い
て、
立
派
な
木
を
一

Mm
え
る
こ
と
が
出
来
た 。
祈
り
よ
く
和
や
か
な
春
の
一

円
注
し

の
中 、
間
宏
子
館
長
も
わ
ざ
わ
ざ
お
見
え
下
一

さ
り、
刊払
の
年
来
の

dvu
が
ゼ
ミ
中U
A
A
の
協
均
一

で
心犬
山視
で
き
た
こ
と
は
事
せ
で
あ
っ
た。

一
．‘‘，

 

ボ－以
外
凶小川州
大
ハ了
教
MH
中
嶋
嶺
雄

臼払
が
け以
初
に
ト入
学
セ
ミ

ナ
ー－

ハ
ウ
ス
を
訪
れ
た

の
は 、
た
し
か一
九
七
二
年
の
第
二
回
国
際
学
生
セ

ミ
ナ
ー

の
時
で
あ
っ
た
か
ら 、
も
う
二
十
年
も
前
に

な
る 。
こ
の
聞
に
は 、
嗣
際
学
生
セ
ミ

ナ
ー

や
国
際

プ
ロ
グ
ラ
ム
委
μ
会
の
セ
ミ

ナ
ー 、

一辿
付aH
委
μ
会
の

会
合
な
ど
で
し
ば
し
ば
セ
ミ

ナ
ー－

ハ
ウ
ス
を
J
れ

記念館の入口に植えたハナミズキを囲んで
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